
長野県立歴史館研究紀要 8号 (2002.3)

明
治
期
長
野
％
に
お
け
る
河
川
改
修
と
ヨ
ハ
ネ
ス

。
デ

。
レ
ー
ケ

内
務
省
土
木
技
師
の

「長
野
県
踏
査
報
告
書
」
よ
り

一
　

は

じ

め

に

一
八
九
〇
年

（明
治
壬
こ

七
月
、
内
海
忠
勝
長
野
県
知
事
は
、

内
務
省
土
木
技
師
ヨ
ハ
ネ

ス
ょ
ア
。
レ
ー
ケ

（ピ
，
ロ
ロ
】脇

計

”
』̈汀

以
下

「デ
・
レ
ー
ケ
」
と
略
称
す
る
。）
を
長
野
県
に
招

聘
し
た
。　
デ

。
レ
ー
ケ

（
一
八
四
二
～
一
九
一
三
　
オ
ラ
ン
ダ
の
コ
リ
ン
ス
プ
ラ
ー
ト
生
ま
れ
）
は
、

一
八
七
三
年

（明
治
工Ｃ

に
四
等
工
師
と
し
て
来
日
、　
一
九
〇
三
年

（明
治
一量
○

ま
で
三

一
年

間
、
内
務
省
技
師
と
し
て
日
本
の
治
水
事
業
に
携
わ

っ
た
人
物
で
あ
る
。
明
治
初
期
長
野
県
の

課
題
の

一
つ
は
、

治
水
事
業
の
実
施
で
あ

っ
た
。

そ
こ
で
、

「信

。
天
二
大
河
」

（信
濃
川
と
天

竜
川
）
の
実
測
と
改
良
工
事
設
計
の
た
め
に
内
務
省
技
師
を
招
い
た
の
で
あ
る
。

八
月
五
日
、

デ

。
レ
ー
ケ
は
長
野
県
技
手
菊
池
清
武
と
治
水
道
路
事
業
巡
視
を
目
的
に
、
上
水
内
、
更
級
、

上
高
井
の
三
郡

へ
出
発
し
た
。
ま
た
、
八
日
に
は
、
松
本

。
上
田
間
を
結
ぶ
第
二
路
線
の
保
修

方
法
に
つ
い
て
、
津
田
壽
昇
土
木
課
長
と
共
に
調
査
し
た
。
そ
し
て
二
九
日
に
は
、
東
筑
摩
郡

東
川
手
村

（明
科
町
東
川
手
）
で
、
治
水
巡
視
を
お
こ
な

っ
た
。

調
査
終
了
後
、
長
野
県
に
送
付
さ
れ
た
和
訳
の
報
告
書

「長
野
県
河
川
道
路
踏
査
報
告
書
」

が
、
長
野
県
立
歴
史
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
報
告
書
は
、
デ

。
レ
ー
ケ
に
よ
る
工
事
の
問
題

点
の
指
摘
や
改
修
方
法
に
つ
い
て
の
指
示
が
記
さ
れ
て
お
り
、
長
野
県
に
お
け
る
明
治
中
期
の

土
木
工
事
の
実
態
を
表
し
て
い
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

デ

。
レ
ー
ケ
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
こ
の
調
査
に
つ
い
て
、
報
告
し
た
事
例
は
こ
れ
ま
で

に
な
い
。
伊
藤
安
男
は

『
デ

。
レ
ー
ケ
研
究
』
（第

一
号
）
で
、　
一
八
八
〇
年

（明
治

〓
こ

に

lBEl

玉

徳

明

デ

。
レ
ー
ケ
が
お
こ
な

っ
た
木
曽
川
源
流
調
査
に
つ
い
て
報
告
を
し
て
い
る
が
、　
一
八
九
〇
年

（明
治
一
一三
）
の
長
野
県
に
お
け
る
調
査
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
。
木
曽
川
下
流
工
事
事
務

所

『
デ

ｏ
レ
ー
ケ
と
そ
の
業
績
』
で
も
、
デ
。
レ
ー
ケ
が
作
成
し
た
日
本
語
調
査
報
告
書
の

一

覧
表
が

つ
く
ら
れ
て
い
る
が
、
九
〇
年
の
調
査
報
告
書
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
上
林

好
之

『
日
本
の
川
を
甦
ら
せ
た
工
師
デ

。
レ
イ
ケ
』
で
も
、
デ

・
レ
ー
ケ
が
九
〇
年
に
長
野
県

を
調
査
し
た
と
い
う
記
述
は
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
長
野
県
立
歴
史
館
所
蔵
の
行
政
文
書

「長
野
県
河
川
道
路
踏
査
報
告
書
」

（以
下
長
野
県
報
生墨
日と
略
記
す
る
。）
を
手
が
か
り
に
、
次
の
二
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

①
　
明
治
期
長
野
県
下
で
お
こ
な
わ
れ
た
河
川
工
事
の
よ
う
す
と
そ
の
問
題
点
。

②
　
指
摘
さ
れ
た
問
題
点
に
対
す
る
長
野
県
の
対
応
の
よ
う
す
。

一
一　
長
野
県
の
河
川
工
事
の
よ
う
す
と
問
題
点

長
野
県
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
調
査
報
告
は
、
「飛
騨
街
道
筋
天
竜
川
四
支
川

二
架
ス

ル
橋
梁
」
「犀
川
河
邊
ノ
新
道
」
「長
野
町
近
傍
犀
川
ノ
改
修
」
「平
地

二
於
ケ
ル
梓
川
ノ
下
流
」

「松
本
平
以
下
犀
川
」
「牛
伏
寺
川
」
「上
田
松
本
間
道
路
」
「鳥
居
峠
」
「梓
川
水
源
卜
改
修
ノ

方
法
」

と
な

っ
て
い
る
。

調
査
場
所
に
つ
い
て
み
る
と
、
飯
田
近
辺

（天
立嘔
川
）、
長
野
近
辺

（犀
川
）、
松
本
近
辺

（梓
川
・
牛
伏
寺
川
な
ど
）
の
三
地
域
に
分
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
報
告
内
容

は
架
橋
工
事

（
一
か
所
）、
道
路
改
修

（一一不
所
）、
河
川
改
修

（一
一か
所
）、
砂
防
工
事

公
一不
所
）

と
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
。
報
告
書
の
内
容
に
そ

っ
て
、
現
場
の
よ
う
す
や
工
事
に
つ
い
て
の
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分
析
、
工
事
が
か
か
え
て
い
る
問
題
点
、
改
修
方
法
に
つ
い
て
デ

・
レ
ー
ケ
の
意
見
等
に
つ
い

て
、
明
治
期
長
野
県
の
河
川
の
姿
を
ま
と
め
て
み
る
。

現
場
の
よ
う
す
や
工
事
に
つ
い
て
、
ま
ず
わ
か
る
こ
と
は
、
明
治
二
〇
年
代
に
長
野
県
の
河

川
が
荒
廃
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
長
野
町
に
近
い
鉄
橋
の
下

（長
野
市
牛
島
近
辺
）
の
犀
川
と

千
曲
川
の
合
流
点
で
は
、
広
大
な
川
床
に
流
出
し
た
砂
礫
が
、
平
原
の
よ
う
に
膨
大
に
た
ま

っ

て
い
て
驚
く
ほ
ど
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
梓
川
の
下
流
で
も
、
長
さ
四
里
、
幅
半
里
に

わ
た

っ
て
、
飛
騨
地
方
か
ら
流
れ
て
き
た
土
砂
の
た
め
荒
漠
た
る
河
床
が
広
が

っ
て
い
る
と
千

曲
川
と
同
様
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
土
砂
は
、
河
床
が
隆
起
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

少
し
の
雨
で
も
川
の
水
路

が
変
わ

っ
て
し
ま
う
原
因

と
な

っ
た
。
デ

・
レ
ー
ケ

が
踏
査
し
た
天
竜
川
、
犀

川
、
梓
川
、
い
ず
れ
の
河

川
で
も
、
水
路
の
変
更
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
土
砂
は
、
農
民
や
木

こ
り
に
よ

っ
て
開
発
さ
れ

た
山
と
、
護
岸
工
事
が
さ

れ
て
い
な
い
川
岸
か
ら
流

失
し
て
い
る
と
デ

ｏ
レ
ー

ケ
は
指
摘
し
て
い
る
。
江

戸
時
代
に
大
切
に
管
理
さ

れ
て
い
た
山
は
、
明
治
時

代
に
も
引
き
続
き
官
林
規

則
が
定
め
ら
れ
、
乱
伐
の

禁
止
と
木
木
の
保
護
が
な

さ
れ
た
。
し
か
し
、
明
治

期
に
な
る
と
産
業
発
達
に
伴

っ
て
薪
炭
伐
採
等
が
お
こ
な
わ
れ
、
山
林
局
長
野
出
張
所
が
無
願

入
林
を
禁
ず
る
達
を
出
す
ほ
ど
山
林
が
乱
開
発
さ
れ
た
。
当
時
の
河
川
に
は
、
現
在
の
よ
う
な

連
続
堤
防
は
ま
だ
築
か
れ
て
い
な
い
。

だ
か
ら
、
乱
開
発
さ
れ
た
山
に
保
水
能
力
が
な
い
た

め
、
わ
ず
か
な
雨
が
降

っ
て
も
、　
一
気
に
川
は
増
水
し
、
流
路
を
変
え
、
氾
濫
、
そ
し
て
洪
水

に
結
び

つ
い
た
と
思
わ
れ
る
。
千
曲
川

。
天
竜
川
な
ど
の
大
河
と
広
大
な
山
林
を
抱
え
た
長
野

県
だ
か
ら
こ
そ
、
河
川
改
修
工
事
の
必
要
性
が
大
き
か

っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。長

野
県
の
土
木
工
事
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
デ

。
レ
ー
ケ
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
だ
ろ

う
か
。

上
高
井
郡
川
田
村
牛
島

（現
長
野
市
）
近
傍
は
、
犀
川
と
千
曲
川
の
合
流
地
点
の
た
め
に
、

水
害
の
常
襲
地
帯
で
あ

っ
た
。
工
事
の
た
め
に
測
量
図
を
作
製
し
て
も
、
四
、
五
年
間
で
実
際

と
は
大
き
く
違

っ
て
し
ま

っ
た
の
だ
ろ
う
。
堤
防
の
上
に
設
置
さ
れ
た
三
角
測
量
標
も
、
洪
水

等
の
た
め
に
全
て
流
失
し
て
い
る
状
況
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
水
路
が
変
遷
し
や
す
い
川
で
は
、

計
画
作
製
や
工
事
施
工
の
と
き
に
測
量
図
が
必
要
で
あ
り
、
よ
り
正
確
な
測
量
図
で
な
い
と
用

を
な
さ
な
い
と
い
う
の
が
デ

。
レ
ー
ケ
の
指
摘
で
あ

っ
た
。
土
木
工
事
を
お
こ
な
う
前
に
正
確

な
測
量
図
を
準
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
計
画
も
工
事
も
で
き
な
い
。
し
か
し
、　
一
八
九
〇
年

（明
治
壬
こ

当
時
、
千
曲
川
に
は
正
確
な
河
川
測
量
図
が
な
く
、
役
に
立
た
な
か

っ
た
の
で
あ

る
。
測
量
図
面
を

つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
デ

・
レ
ー
ケ
の
指
摘
に
よ
っ
て
、
河
川
測
量
図

は
つ
く
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

梓
川
下
流
に
お
い
て
は
、
緩
流
で
使
う
べ
き
技
術
を
急
流
で
使

っ
て
費
用
を
浪
費
し
て
い
る

と
い
う
デ

・
レ
ー
ケ
の
指
摘
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
犀
川

。
天
竜
川

・
三
峰
川
そ
の
他
の
実

測
図
に
お
い
て
も
、
赤
線
で
誤

っ
た
工
法
の
記
入
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
や
り
方
で
堤
防
を
維

持
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
毎
年
幾
何
級
数
的
に
工
費
が
か
か

っ
て
い
く
と
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
河
川
改
修
工
事
で
は
な
い
が
、
犀
川
新
道
工
事
や
第
二
路
線
工
事
で
は
、
長
野
県
の
官

吏
や
長
野
県
人
に
工
事
を
任
せ
て
お
け
な
い
と
、
デ

・
レ
ー
ケ
は
厳
し
く
指
摘
し
て
い
る
。　
一

番
の
問
題
は
正
し
い
や
り
方
の
工
事
が
施
工
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
土
木
事
業
を

立
案

。
発
注
す
る
県
の
役
人
の
な
か
や
、
土
木
工
事
を
実
際
に
お
こ
な
う
現
場
の
人
間
の
な
か

明治期長野県における河川改修とヨハネス・デ。レーケ
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に
、
専
門
的
な
技
術
者
が
い
な
け
れ
ば
、
正
し
い
技
術
で
土
木
工
事
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き

な
い
。
梓
川
水
源
工
事
に
つ
い
て
の
指
摘
の
よ
う
に
、
「技
術
に
熟
練
し
た
人
物
」

が
必
要
な

の
で
あ
る
。
長
野
県
の
土
木
工
事
に
従
事
し
た
人
び
と
の
中
に
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
も

っ
た
土
木
技
術
者
が
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

デ

。
レ
ー
ケ
の
土
木
工
事

に
向
か
う
姿
勢
は
、
決
し
て
高
飛
車
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

デ

。
レ
ー
ケ
の
工
法
は
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
は
最
新
の
工
法
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
工
法
を
第

一
義
と
し
て
、
ど
こ
で
も
お
こ
な
お
う
と
す
る
姿
勢
で
は
な
か

っ
た
。
む
し
ろ
、

長
野
近
辺
の
犀
川
改
修

へ
の
指
示
を
み
る
と
、
そ
れ
ま
で
日
本
で
お
こ
な

っ
て
い
た
日
本
在
来

の
工
法
で
あ
る
枠

。
牛
な
ど
を
大
切
に
し
て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
工
法
は
そ
れ
を
お
こ
な
う
の

に
適
切
な
場
所
だ
け
と
い
う
姿
勢
が
わ
か
る
。
ま
た
、
工
事
の
経
済
性
を
非
常
に
重
視
し
て
い

る
こ
と
も
わ
か
る
。
工
事
を
お
こ
な
う
こ
と
自
体
、
お
金
が
か
か
る
こ
と
で
あ
る
が
、
無
駄
を

な
る
べ
く
出
さ
な
い
と
い
う
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
。
橋
梁
を
架
け
る
と
き
に
も
、
河
川
改
修
を

お
こ
な
う
と
き
に
も
、
無
駄
な
工
費
を
か
け
な
い
こ
と
を
基
本
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

自
然
環
境
を
む
や
み
に
破
壊
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
デ

。
レ
ー
ケ
は
批
判
的
な
姿
勢
を
も

っ

て
い
た
。
例
え
ば
、
上
田

。
松
本
間
の
第
二
路
線
工
事
に
お
い
て
、
出
た
砂
礫
を
川
に
廃
棄
し

た
こ
と
に
対
す
る
憤
り
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
し
、
梓
川
水
源
工
事
に
お
い
て
は
、
自
然
が

も

っ
て
い
る
力

（保
水
力
）
を

つ
か

っ
て
、

斜
面
を
崩
壊
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
大
切

に
考
え
て
い
る
。
両
者
に
共
通
し
て
い
る
思
い
は
、
環
境
破
壊
が
よ
り
大
き
な
災
害
を
生
ん
で

い
く
こ
と

へ
の
警
鐘
で
あ
り
、
同
時
に
、
こ
れ
は
自
然
保
護
の
精
神
の
芽
生
え
と
も
い
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
在
の
緑
の
ダ
ム
構
想
に
も
通
じ
る
こ
の
考
え
は
、
す
で
に
デ

ｏ
レ
ー

ケ
も
気
づ
い
て
い
た
の
だ
。
以
上
の
よ
う
な
考
え
を
も
と
に
デ

。
レ
ー
ケ
よ
り
指
摘
さ
れ
た
問

題
点
に
対
し
て
、
長
野
県
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

〓
一　
長
野
県
に
お
け
る
測
量
図
の
作
製

長
野
県
で
、
測
量
器
械
の
購
入
を
計
画
し
た
の
は
県
令
楢
崎
寛
直
の
時
代
で
あ

っ
た
。　
一
八

八
〇
年

（明
治
〓
こ
　
一
一
月
二
七
日
、

県
令
代
理
の
少
書
記
官
中
山
信
安
が
、

内
務
卿
松
方

長野県立歴史館研究紀要 8号 (2002.3)

正
義
あ
て
に

「
測
量
器
械
代
金
請
求
之
義
上
申
」
を
出
し
て
い
る
。

（上
略
）
当
県
下
信
濃
国

ハ
、

地
位
尤
モ
高
層
ニ
シ
テ
、　
東
山
道
ノ
中
腰
二位
シ
、

全
国

至
ル
所
高
嶺
累
積
、
隣
国
二往
来
ス
ル
十
数
日
ヲ
費
ヤ
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
諸
事
都
会
二対
照

シ
テ

一
歩
ヲ
譲
ラ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
所
以
ハ
、

水
陸
共
二甚
不
便
ナ
ル
ニ因
レ
リ
、

（中
略
）

水
陸
ノ
便
路
ヲ
開
撃
セ
ン
ト
欲
ス
レ
バ
、
必
ス
測
量
機
械
ヲ
要
ス
、
機
械
ヲ
購
入
セ
ン
ト

ス
ル
モ
、
定
額
ノ
ア
ル
ア
リ
、
（下
略
）

最
も
高
地
に
あ
り
、
陸
路

。
水
路
と
も
に
不
便
で
あ
る
長
野
県
が
近
代
化
を
す
す
め
る
た
め

に
は
、
陸
に
車
道
を
作
り
、
川
で
は

「
ケ
レ
ー
プ
」
工
事
を
お
こ
な
い
、
水
路
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
の
測
量
器
械
上
申
で
あ

っ
た
が
、
裁
定
の
結
果
は
、
下
附
金
が
認

め
ら
な
か

っ
た
。
金
額
を
記
載
し
た
見
積
を
欠
く
の
で
い
く
ら
上
申
し
た
の
か
不
詳
で
あ
る
が
、

認
め
ら
れ
な
か

っ
た
原
因
は
政
府
の
財
政
事
情
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

器
械
購
入
を
お
こ
な
い
、
測
量
図
作
製
を
積
極
的
に
す
す
め
た
の
は
、
七
道
開
撃
を
お
こ
な

い

「道
路
県
令
」
と
呼
ば
れ
た
県
令
大
野
誠
で
あ
る
。　
一
八
八
二
年

（明
治
一
五
）
六
月
、
長

野
県
会
議
長
森
田
斐
雄
は
、
「道
路
開
撃
セ
ン
ト
欲
セ
ハ
、
必
ス
先
ス
地
形
ノ
東
低
及
ヒ
、
陵

度
ノ
緩
急
ヲ
検
査
シ
、
車
道
ノ
適
否
ヲ
審
定
シ
、
然
シ
テ
後
、
方
法
ヲ
組
織
ス
」
と
述
べ
て
、

一
〇
〇
〇
円
を
測
量
器
械
の
購
入
に
あ
て
た
。
こ
の
時
購
入
さ
れ
た
器
械
は
、
経
緯
儀
、
水
準

儀

。
測
向
羅
盤

・
山
頂
儀

ｏ
時
辰
儀

ｏ
製
図
機
械
な
ど
で
あ

っ
た
。
長
野
県
内
務
部
第
二
課

（土
木
課
）
で
ま
と
め
ら
れ
た

「実
測
図
面
目
録
」
に
よ
る
と
、
同
年

一
一
月
に

「碓
氷
嶺
各
線

高
低
比
較
図
」
と
い
う
図
面
が
作
製
さ
れ
て
い
る
。
作
製
年
度
が
明
ら
か
な
図
面
の
な
か
で
、

最
も
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
測
量
器
械
購
入
が
測
量
図
作
製
を
す
す
め
る
き

っ
か
け
に

な

っ
た
と
い
え
る
と
思
わ
れ
る
。

測
量
費
を
県
の
予
算
と
し
て
計
上
し
、
道
路

ｏ
河
川
の
測
量
を
県
の
事
業
と
し
て
お
こ
な
い
、

測
量
地
図
を
作
製
し
た
の
は
浅
田
徳
則
知
事
で
あ

っ
た
。　
一
八
九

一
年

（明
治
一
一四
）

一
一
月

の
第

一
四
回
通
常
県
会
開
会
式
の
中
で
、
浅
田
知
事
は
道
路
開
撃
や
河
川
改
修
が
県
の
最
も
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
測
量
予
算
を
新
設
す
る
と
い
う
提
案
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。
特
に
、
洪
水

等
に
よ
る
最
近

一
〇
年
間
の
長
野
県
の
損
失
額
は
ほ
と
ん
ど
五
〇
〇
万
円
近
く
で
あ
り
、
治
水

に
か
か
る
県
の
費
用
も
、　
一
〇
〇
万
円
に
達
す
る
ほ
ど
で
あ
り
、
こ
の
対
策
が
急
務
で
あ
る
と
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明治期長野県における河川改修とヨハネス・デ。レーケ

表 1 長野県測量図の内容とおよその点数

地図の内容 点数 (包 )

述
べ
て
い
る
。
県
会
で
の
審
議
が
な
さ
れ
た
結
果
、
二
五
年
度
に
約
二
、
二
〇
〇
円
、
そ
し
て

二
六
年
度
に
は
約
二
、
六
〇
〇
円
の
測
量
費
が
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
。　
一
八
九
五
年

（明
治

二
八
）
八
月
刊
の

『長
野
県
沿
革
史
　
第

一
編
』

に
よ
る
と
測
量
費
設
置
の
経
過
が
、
以
下
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（上
略
）
其
内
海
縣
知
事
ノ
如
キ

ハ
明
治
二
三
年
主
務
省

二
稟
シ
、
外
国
工
師
デ
レ
ー

ヶ
ノ
派
遣
ヲ
得
テ
、
各
河
川
ノ
状
況
ヲ
閲
セ
シ
メ
タ
ル
ア
リ
シ
ト
雖
モ
、
未
夕
実
地
ノ
計

画

二
至
ラ
ス
、
浅
田
県
知
事
大

二
藪

二
見
ル
ア
リ
、
先

ツ
河
川
ノ
実
況
ヲ
調
査
シ
、
永
遠

頼
ム
ヘ
キ
ノ
計
画
ヲ

一
定
シ
、
除
々
其
方
針

二
向
テ
改
修
ヲ
施
シ
、
以
テ
大
患
ヲ
未
然

ニ

防
ク
ノ
必
要
ヲ
認
メ
、
明
治
二
五
年
ノ
通
常
県
会

二
於
テ
治
水
ノ
方
針
ヲ
表
明
シ
、
河
川

測
量
ノ
費
用
ヲ
求
メ
タ
ル
ニ
、
県
会
之
ヲ
可
決
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
即
チ
二
五
年
五
月
之
レ

カ
実
測

二
着
手
シ
、
二
七
年
二
月
全
ク
其
功
ヲ
奏
シ
、
爾
来
専

ハ
ラ
改
修
ノ
調
査

二
当
レ

ル
ヲ
以
テ
、
其
ノ
成
蹟
ノ
発
現
ス
ル
、
蓋
シ
遠
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
シ
、
（下
略
）

こ
の
よ
う
に
設
置
さ
れ
た
測
量
費
は
、
道
路

・
河
川
の
実
測
や
器
械
の
新
調

・
保
存
等
に
使

わ
れ
る
と
同
時
に
各
地
の
測
量
事
業
に
使
用
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
も
特
に
著
し
い
も
の
は
、

道

梁

築

鉄

橋

建

一
八
九
二
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
七
道
開
撃
の
測
量
事
業
と
、
九
二
、
三
両
年
度
に
お
こ
な
わ
れ

た
河
川
実
測
事
業
で
あ

っ
た
。
こ
の
と
き
、
河
川
測
量
図
が
つ
く
ら
れ
た
河
川
は
、
千
曲
川

・

犀
川

・
天
竜
川

・
梓
川

ｏ
高
瀬
川

ｏ
奈
良
井
川

・
奥
田
切
川

・
大
田
切
川

・
松
川

（上
伊
那
片

切
Ｙ

松
川

（下
伊
那
鼎
）
・
中
田
切
川

・
三
峰
川
の

一
一
河
川
で
あ

っ
た
。
河
川
測
量
図
作
製

の
動
き
は
、
内
海
忠
勝
知
事
が
招
聘
し
た
デ

ｏ
レ
ー
ケ
の
指
摘
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
浅
田
徳

則
知
事
の
測
量
費
新
規
計
上
に
引
き
継
が
れ
、
九
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
大
が
か
り
な
測
量
図
の

作
製
に
結
実
し
た
の
で
あ
る
。

前
述

「実
測
図
面
目
録
」

に
よ
る
と
、　
一
八
九
四
年

（明
治
一
一七
）
ま
で
に
作
製
さ
れ
た
測

量
図
の
数
は
、
道
路
測
量
図
二
五
七
点
、
河
川
測
量
図

一
三
二
点
に
の
ぼ
る
。
デ

・
レ
ー
ケ
の

指
摘
の
後
、
非
常
に
た
く
さ
ん
の
測
量
図
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
同
時
に
、
た
く
さ
ん
の

地
域
で
土
木
工
事
な
ど
の
開
発
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、

川
は
変
化
す
る
も
の
で
、
そ
の
姿
を
受
容
す
る
日
本
的
な
考
え
方
か
ら
、
川
は
制
御
す
る
も
の

と
い
う
西
洋
流
の
考
え
方
が
導
入
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

現
在
長
野
県
立
歴
史
館
で
所
蔵
し
て
い
る
測
量
図
は
、
総
数

一
七
〇
〇
点

（包
）
余
に
も
の

ぼ
り
、
明
治

。
大
正
期
の

一
大
地
図
群
と
な
っ
て
い
る

（表
１
）。

千
曲
川
関
係
の
測
量
図
は
、
約
八
〇
点
存
在
す
る
が
、
そ
の
作
製
年
代
を
検
討
す
る
と
何
回

か
ま
と
め
て
測
量
図
作
製
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。　
一
番
早
く
作
製
さ
れ

た
測
量
図
は
、　
一
八
八
九
年

（明
治
壬

し

か
ら
九
〇
年
に
か
け
て
の

「千
曲
川
実
測
図
」

で

あ
る
。
デ

ｏ
レ
ー
ケ
が
使
い
も
の
に
な
ら
な
い
と
指
摘
し
た
測
量
図
は
こ
の
図
面
か
も
し
れ
な

い
。
次
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
が

一
八
九
二
年
代

（明
治
一
一工○

に
浅
田
徳
則
知
事
に
よ

っ
て

つ
く
ら
れ
た
平
面
図

・
横
断
面
図
測
量
図
で
あ
る
。
こ
の
図
面
を
も
と
に
し
て
治
水
計
画
が
練

ら
れ
た
こ
と
は
、
い
く
つ
も
の
書
き
こ
み
か
ら
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
治
水
計
画
は

議
会
で
審
議
さ
れ
た
が
、　
一
八
九
六
年

（明
治
一
一九
）
か
ら
九
七
年
に
お
こ
っ
た
大
水
害
の
た

め
に
幻
の
治
水
計
画
と
な

っ
た
。
そ
の
後
に
再
度
治
水
計
画
を
立
て
よ
う
と
、　
一
八
九
九
年

（明
強
一三
）
か
ら
再
度
、
平
面
図
、
横
断
面
図
の
測
量
図
が
つ
く
ら
れ
た
。
八
〇
点
も
の
測
量

図
は
、
長
野
県
と
千
曲
川
の
つ
な
が
り
の
歴
史
で
あ
る
。

ゴヒ1言

東信

中信

南信

七道開墾

150

73

149

177

101

計+650

124

234

42

22

計+422

23

91

49

110

160

224

村図面・用悪水路

開拓・その他

(注 )長野県測量図仮目録 (長野県立歴史館蔵)よ り作成。
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四
　
長
野
県
の
土
木
事
業
を
さ
さ
え
た
技
術
者
た
ち

デ

。
レ
ー
ケ
に
よ
り
指
摘
さ
れ
た
長
野
県
の
土
木
専
門
技
術
者
の
問
題
に
対
し
て
は
、
ど
の

よ
う
な
対
応
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
測
量
図
の
作
製
や
、
道
路

。
河
川
の
改
修
な
ど
、

明
治
期
に
土
木
事
業
を
さ
さ
え
た
人
び
と
は
、
ど
の
よ
う
な
経
歴
を
も

っ
た
人
び
と
で
、
ど
の

よ
う
な
専
門
教
育
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

土
木
事
業
に
た
ず
さ
わ

っ
た
人
び
と
を
大
別
す
る
と
、
技
師

。
吏
員

。
技
手

。
工
手
な
ど
が

い
る
。
専
門
技
術
を
身
に
付
け
る
た
め
の
明
治
期
の
土
木
教
育
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
。
　
一
つ
は
土
木
政
策

（計
画
）
立
案
者
と
し
て
の
技
師
を
育
成
す
る
高
等
教

育
機
関
。
も
う

一
つ
は
実
際
の
現
場
で
指
揮
を
と

っ
た
り
、
働
い
た
り
す
る
吏
員
や
技
手
、
工

手
を
育
成
す
る
普
通
教
育
機
関
で
あ
る

（表
２
参
照
）。
高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担

っ

た
の
は
、　
一
八
七
三
年

（明
治
工○

設
立
の
工
部
大
学
校
と
、　
一
八
七
八
年

（明
治
一
こ

以
降

設
立
さ
れ
た
、
東
京
帝
国
大
学
を
中
心
と
す
る
旧
帝
大
や
高
等
工
業
学
校
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら

の
高
等
教
育
を
受
け
た
人
材
は
、
内
務
省
の
技
師
と
し
て
、
外
国
人
技
師
が
お
こ
な

っ
て
い
た

河
川
改
修
や
鉄
道
敷
設
事
業
の
指
揮
を
、
順
次
と

っ
て
替
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
明
治
期
を
と

お
し
て
、
卒
業
生
は

一
五
〇
〇
人
余
で
、
そ
の
な
か
で
の
最
多
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
七
〇
〇

名
弱
で
あ

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

い
っ
ぽ
う
、

普
通
教
育
機
関
と
し
て
は
、　
一
八
八
〇
年

（明
治
〓
こ

に
開
設
さ
れ
た
攻
玉

社
陸
地
測
量
所

（現
攻
玉
社
学
園
。
東
京
都
。
以
下
略
し
て
攻
玉
社
と
記
す
。）
や

一
八
八

一
年

（明
治

二
一
）
設
立
の
工
手
学
校

（現
工
学
院
大
学
。
東
京
都
）、　
一
八
九
七
年

（明
治
一一一〇
）
設
立
の
岩
倉

鉄
道
学
校

（現
岩
倉
高
等
学
校
。
東
京
都
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
学
校
か
ら
は
、
明

治
期
を
と
お
し
て
約
六
四
〇
〇
人
が
卒
業
生
し
、
中
で
も
攻
玉
社
に
お
い
て
は
、
そ
の
四
割
近

く
に
あ
た
る
二
五
〇
〇
人
余
が
卒
業
し
て
い
る
。

攻
玉
社
は
、
明
治
の
教
育
発
展
に
尽
力
し
た
六
大
教
育
家
の

一
人
で
あ
る
近
藤
真
琴
に
よ
り
、

一
八
六
三
年

（文
久
一こ

に
開
設
さ
れ
た
蘭
学
塾
が
前
身
と
な

っ
て
い
る
。

当
初
は
数
学

。
英

学

。
漢
学
に
加
え
て
航
海
術
の
塾
と
し
て
発
足
し
た
が
、
「土
木
は
日
本
の
国
と
し
て
是
非
必

長野県立歴史館研究紀要 8号 (2002.3)

表 2 明治期における日本の土木教育

要

で
あ
る
。
」
と
い

う
考
え
の
も
と
に
、

一
八
七
六
年

（明
治

九
）
か
ら
測
量
の
授

業
が
開
設
さ
れ
、
四

年
後
陸
地
測
量
修
練

所
が
設
立
さ
れ
た
。

本
格
的
な
土
木
学
の

講
義
が
始
ま
っ
た
の

は
、
同
八
六
年
で
あ

り
、
当
時
の

一
流
の

講
師
を
招
い
て
授
業

が
お
こ
な
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
校
名
は
量

地
費

ｏ
土
木
科

。
工

学
校
と
変
遷
す
る
が
、

一
貫
し
て

「土
木
学

科
の
技
手
を
養
成
す

る
を
以
て
目
的
」
と

し
て
お
り
、
二
五
〇

〇
人
余
の
技
術
者
を

育
成
し
た
。
入
学
試

験
は
原
則
と
し
て
な

か
っ
た
が
、
小
学
校

卒
業
資
格
を
も
ち
、

知
人
先
輩
の
紹
介
が

必
要
で
あ

っ
た
。
予

中等教育 (開設年度) 卒業人数 高等教育 (開設年度) 卒業人数

攻玉社陸地測量修練所 (明治13～ 17)

攻玉社量地学 (明治18～ 21)

小計

攻玉社土木科 (明治34か ら工学校と改称)

攻玉社工学校研究科 (明治34～ 45)

工手学校 (明治21創立)

岩倉鉄道学校 (明治30創立)

岡山工業学校 (明治34創立)

関西商工学校 (明治35創立)

商工学校 (明治36創立)

東亜鉄道学校 (明治37創立)

中央工学校 (明治42創立)

/Jヽ計

10

約 170

約 180

2050

265

2088

870

158

421

168

123

73

6216

東京大学 (明治11～ 19)

工部大学校 (明治6～ 19)

小計

東京帝国大学 (明治19～ )

京都帝国大学 (明治30土木開設)

九州帝国大学 (明治43～ )

札幌農学校 (明治30～ )

第三高等学校工学部 (明治27～ )

第五高等学校工学部

熊本高等学校 (明治38～ )

名古屋高等工業学校 (明治38～ )

仙台高等工業学校 (明治39～ )

/Jヽ計

30

45

75

671

200

203

54

111

114

79

1432

合計 6396 合計

(注)長谷川博 「明治期の攻玉社の土木教育」 (『土木史研究 第11号』,1991年)よ り
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科
、
初
級
、
中
級
、
上
級
の
四
段
階
か
ら
な
り
、
半
年
毎
に
大
試
験
を
う
け
進
級
し
、
二
年
間

の
勉
学
の
後
に
卒
業
と
な

っ
て
い
る
。

一
九
〇
〇
年

（明
治
≡
こ

か
ら
同
〇
七
年

（明
治
四
〇
）
ま
で
の
攻
玉
社
の
試
験
成
績
表
に

よ
る
と
、
こ
の
間
入
学
し
た
長
野
県
出
身
者
は
三
七
名
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
以
前
で
は
、　
一
八
八

〇
年

（明
治
〓
こ

に

一
人
、　
一
八
九
〇
年

（明
治
壬
こ

に
は
七
人
の
長
野
県
出
身
者
が
知
ら

れ
、
明
治
三
〇
年
代
半
ば
は
、
毎
年

一
〇
人
前
後
の
出
身
者
が
在
籍
し
て
お
り
、　
一
番
多
い
時

期
と
い
え
る
。
表
３
は
入
学
し
た
三
七
名
の
卒
業
ま
で
の
動
向
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
上
級
を

卒
業
で
き
た
も
の
は

一
五
名
、
途
中
挫
折
で
卒
業
で
き
な
か

っ
た
も
の
は
、
半
分
以
上
の

一
七

名
で
あ
る
。
表
４
は
三
七
名
が
ど
の
よ
う
に
進
級
し
た
の
か
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
に

予
科
、
初
級
で
の
進
級
が
難
し
く
、
入
学
よ
り
も
卒
業
が
難
し
い
試
験
制
度
で
あ
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
攻
玉
社
全
体
の
卒
業
率
は
、　
一
九
〇

一
年

（明
治
一西
）
七
月
入
学
生

一
一
〇
名
で

は
、

三
八
ヂ
Ｈ。

ま
た
、　
一
九
〇
八
年

（明
治
一一一九
）
七
月
入
学
生

一
九
二
名
で
は
三
七
ヂ
ロ
で

あ

っ
た
。
こ
れ
ら
か
ら
考
え
る
と
、
長
野
県
出
身
者
の
卒
業
率
が

一
概
に
悪
い
と
は
い
え
な
い
。

攻
玉
社
上
級
卒
業

一
五
名
に
、　
一
九
〇

一
年

（明
治
三
四
）
に
設
置
さ
れ
た
高
等
科
卒
業

一

名
を
加
え
た

一
六
名
の
う
ち
、
長
野
県
庁
に
就
職
し
た
の
者
は
四
名
で
あ

っ
た
。
他
の

一
二
名

は
、
長
野
県
以
外
で

活
躍
し
た
の
で
は
な

成。
　

ぃ
か
と
思
わ
れ
る
。

昨
　

　

長
野
県
に
お
い
て

蘭
　

実
際
に
土
木
工
事
を

園絆
　
お
こ
な
っ
た
人
び
と

玉敏
　

は
、
ど
の
よ
う
な
人

緩
　
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

成諮
　

か
。
県

の
官

員

録

４
　

（職
員
録
）
や
長
野
県

表
　

立
歴
史
館
所
蔵
の
転

餞
　

免

・
死
亡
者

ｏ
履
歴

よ
り
把
握
で
き
た
も
の
を
加
え
て
、
明
治
期
の
土
木
工
事
に
従
事
し
た
人
び
と
に
つ
い
て
考
察

す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
。

①
　
技
術
者
た
ち
を
大
き
く
分
け
る
と
、
高
等
官

（課
長
）、
下
級
官
吏

（
一
等
か
ら
一
〇
等
ま

で
、
後
一
級
か
つり
九
級
に
名
称
変
更
）、
吏
員

ｏ
技
手
の
三
階
級
に
分
け
ら
れ
る
。
明
治
期
長

野
県
の
高
等
官

ｏ
下
級
官
吏
で
氏
名
の
判
明
し
た
も
の
は
合
わ
せ
て
五
八
名
で
あ

っ
た
。

一
八
八
二
年

（明
治
一
五
）
頃
ま
で
は

一
〇
名
ほ
ど
の
人
数
だ

っ
た
が
、　
一
八
八
六
年

（明

治

一
九
）
に
な
る
と
二
倍
の
二
〇
名
に
ふ
え
て
お
り
、
土
木
工
事
量
の
増
加
が
原
因
で
あ

ろ
う
。　
一
八
九
七
年

（明
治
一一一〇
）
に
な
る
と
、
工
事
監
督
区
制
度
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、

機
構
的
に
も
業
務
量
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
、

吏
員

ｏ
技
手
は
合
わ
せ
て

一
六
五
名
の
名
前
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
八
六
年
に
は
、

一
八
名
だ

っ
た
吏
員

・
技
手
も
、
九
七
年
に
は
四
〇
名
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
も
工
事

地
域
、
業
務
量
の
増
加
に
対
応
す
べ
く
増
員
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

②
　
出
自
は
武
士

（士
）
ｏ
平
民

（平
）
と
わ
け
て
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
高
等
官

・
下
級
官

吏
に
つ
い
て
は
、
士
族
三
二
名
に
対
し
て
平
民
二
六
名
と
士
族
が
わ
ず
か
に
多
い
。
そ
れ

に
対
し
て
、
吏
員

・
技
手
に
つ
い
て
は
、
士
族
六
八
名
、
平
民
九
七
名
で
平
民
出
身
者
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
長
野
県
で
は
、
土
木
工
事
に
事
業
す
る
下
級
官
吏
や
吏
員

ｏ
技
手
を
、

積
極
的
に
平
民
か
ら
採
用
し
て
い
る
面
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

③
　
出
身
地
に
つ
い
て
は
、
五
八
名
の
高
等
官

・
下
級
官
吏
の
う
ち
、
四
〇
名
が
他
府
県
出

身
者
で
あ

っ
た
。
出
身
地
が
わ
か

っ
て
い
る
な
か
で
は
、
山
口
県
出
身
が
四
名
と

一
番
多

い
。
い
っ
ぽ
う
、
吏
員

・
工
手
で
は
長
野
県
出
身
者
が
八
五
名
で
、
他
府
県
出
身
者
が
八

〇
名
で
あ

っ
た
。
長
野
県
出
身
者
が
わ
ず
か
だ
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
県
外
出
身
者
の
中

で
は
、
新
潟

一
七
名
、
東
京
府

一
〇
名
が
目
立

っ
て
い
る
。

④
　
一局
等
官

・
下
級
官
吏
の
中
で
特
別
な
土
木
教
育
を
受
け
て
い
た
形
跡
は
見

つ
か
ら
な
か

っ
た

（高
等
官
に
お
い
て
は
、
法
律
等
の
高
等
教
育
を
受
け
て
、
中
央
官
庁
に
入
省
し
、
そ
こ
か
ら

の
出
向
と
い
つ
形
が
見
”り
れ
た
）。
専
門
的
な
土
木
教
育
を
受
け
て
い
る
も
の
は
、
吏
員
や
技

手
の
中
に
見
ら
れ
た
。
攻
玉
社
や
工
手
学
校
に
学
ん
で
、
長
野
県
の
土
木
工
事
に
従
事
し

た
者
が

一
八
八
七
年

（明
治
一
一〇
）
以
降
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。　
一
八
九
七
年

（明
治

明治期長野県における河川改修とヨハネス・デ・レーケ

表 4 攻玉社における進級の状況

表 3 攻玉社入学長野県出身者の動向

進級状況
在籍者
(A)

進級者

(B)
進級率
(B/A)

予 科

初 級

中 級

上 級

26

24

19

18

16

19

18

15

61.5%

70.3

94.7

83.3

"
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三
〇
）
の
官
員
録
に
よ
る
と
、
土
木
吏
員
四
〇
名
の
う
ち
、
土
木
の
専
門
教
育
を
受
け
た

も
の
は
、
七
名
に
達
し
て
い
た
。
ま
た
、
専
門
教
育
を
受
け
た
吏
員

。
技
手
は
、
全
体

一

六
五
名
中
で
み
る
と
三
〇
名
に
の
ば
り
、
そ
の
う
ち
長
野
県
出
身
者
は
二
六
名
だ

っ
た
。

長
野
県
に
生
ま
れ
、
県
外
で
専
門
教
育
を
受
け
て
、
長
野
県
に
帰

っ
て
き
て
就
職
す
る
技

術
者
が
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
、
二
六
名
中
三
二
名
が
平
民
出
身
で
あ
る
こ
と
は
、
平
民

の
中
に
中
等
土
木
教
育

へ
の
欲
求
が
あ

っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

で
は
、
土
木
教
育
を
受
け
て
き
た
も
の
と
受
け
て
い
な
い
も
の
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
違

っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
学
歴
は
、
そ
の
人
生
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
攻
玉
社
卒

業
者
九
名
、
工
手
学
校
卒
業
者
八
名
の
経
歴
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
以
下
の
二
点
で
あ
る
。

①
　
学
校
に
入
学
す
る
年
代
は
、　
一
〇
歳
代
後
半
か
ら
二
〇
歳
代
前
半
ま
で
が
多
い
。
し
か

し
、
い
っ
た
ん
就
職
し
て
働
い
た
後
に
、
学
校
に
入

っ
て
能
力
を
身
に
付
け
よ
う
と
し
て

い
る
も
の
も
い
る
。

②
　
長
野
県
で
の
技
手

。
吏
員
と
し
て
の
期
間
は
短
い
。
ほ
と
ん
ど
が
五
年
未
満
で
退
職
し

て
い
る
。
官
吏
と
し
て
転
勤
し
て
い
く
こ
と
と
同
時
に
、
新
た
な
よ
り
よ
い
仕
事
を
見

つ

け
て
転
職
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
専
門
的
な
土
木
教
育
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
、

有
利
に
働
い
た
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
履
歴
の
中
に
学
歴
が
記
載
さ
れ
る
の
は
、

長
野
県
で
は
明
治
二
六
年
以
降
な
の
で
、
そ
れ
以
降
に
学
歴
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
な
傾
向

が
始
ま

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

五
　
お
わ
り
に

０
　
デ

。
レ
ー
ケ
の

「長
野
県
河
川
道
路
踏
査
報
告
書
」
は
、
明
治
初
期
の
長
野
県
に
お
け

る
土
木
工
事
の
よ
う
す
を
明
ら
か
に
す
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
同
時
に
、
測
量
図
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
長
野
県
の
実
態
や
、
正
し
い
方
法
で
工
事
が
施
工
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
問
題
点
を
露
わ
に
し
て
い
る
。
測
量
図
を
作
製
す
る
技
術
を
も
ち
、
土
木
技
術
に
習
熟

し
た
人
材
が
工
事
現
場
で
必
要
と
さ
れ
た
時
代
の
始
ま
り
が
、
ち
ょ
う
ど
明
治
二
〇
年
代

だ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
デ

・
レ
ー
ケ
の
報
告
書
中
に
は
環
境
破
壊
に
対
す
る

警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。

②
　
長
野
県
に
お
け
る
測
量
図
作
製
に
は
、
測
量
器
械
を
購
入
し
た
大
野
誠
県
令
と
、
測
量

費
を
新
た
に
予
算
化
し
て
測
量
を
実
施
、
地
図
作
製
を
お
こ
な

っ
た
浅
田
徳
則
知
事
が
大

き
く
か
か
わ

っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
測
量
図
が

つ
く
る
き

っ
か
け
と
な

っ
た
の
は
、
内
務

省
技
師
デ

。
レ
ー
ケ
の
長
野
県
踏
査
と
報
告
書
で
あ

っ
た
。

一
八
九
四
年

（明
治
一
一七
）
の
第
二
部
土
木
課
作
製
目
録
に
記
載
さ
れ
た
測
量
図
の
数

は
、
道
路
測
量
図
二
五
七
点
、
河
川
測
量
図

一
三
二
点
と
多
数

つ
く
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
測
量
図
は

一
大
地
図
群
で
あ
り
、
現
在
長
野
県
立
歴
史
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。

０
　
土
木
技
術
者
た
ち
を
大
き
く
分
け
る
と
、

高
等
官

（課
長
）、

下
級
官
吏

（
一
等
か
ら

一

〇
等
ま
で
、
の
ち

一
級
か
ら
九
級
）、
吏
員

ｏ
工
手
の
三
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
高
等
官
は
計

画
立
案
者
と
し
て
の
技
師
を
育
成
す
る
高
等
教
育
機
関
で
学
び
、
吏
員

。
工
手
に
対
し
て

は
、
中
等
教
育
機
関
が
土
木
教
育
を
お
こ
な

っ
た
。
吏
員

。
工
手
は
、
現
場
で
土
木
工
事

に
従
事
し
、
長
野
県
出
身
の
平
民
が
多
い
。
攻
玉
社
や
工
手
学
校
な
ど
の
教
育
機
関
を
卒

業
し
て
、
長
野
県
の
吏
員
や
技
手
と
し
て
活
躍
し
た
長
野
県
出
身
者
が
い
た
の
で
あ
る
。

注１
　
同
年
六
月
に
つ
く
ら
れ
た
土
木
係
田
中
遷
に
よ
る
、
内
務
大
臣
へ
の
上
申
に
つ
い
て
の
伺
い
に
は
、

「長
野
県
下
の
信
濃
川
と
天
竜
川
の
二
大
河
に
つ
い
て
、
実
測
と
改
良
工
事
の
設
計
を
お
こ
な
い
た
い

が
大
変
な
の
で
、　
日
数

一
五
日
を
目
的
と
し
て
内
務
省
御
雇
工
師
の
ご
派
遣
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ

る

（長
野
県
行
政
簿
冊
　
『明
治
二
三
年
　
一二
州
及
高
府
街
道
計
画
並
テ
レ
ー
ケ
氏
巡
視
関
係
』
長
野

県
立
歴
史
館
蔵
）。

２

「信
濃
毎
日
新
聞
」
明
治
二
三
年
八
月
六
日
、
八
月

一
〇
日
、
八
月
二
九
日
付
記
事
よ
り
。

３
　
注
１
参
照
。

４

「
デ
・
レ
ー
ケ
研
究
」
は
、
第
二
次
大
戦
後
、
デ

。
レ
ー
ケ
の
治
水
史
上
の
再
評
価
を
し
た
栗
原
東

洋
の
研
究
意
図
を
、
引
き
継
い
で
発
足
し
た
デ
・
レ
ー
ケ
研
究
会
に
よ
る
研
究
雑
誌
。
第

一
号
～
第
十

二
号
ま
で
発
刊
さ
れ
て
い
る
。

５

『
デ
●
レ
ー
ケ
と
そ
の
業
績
』
（木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
、　
一
九
八
七
年
）
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
団
の

業
績
、
デ
・
レ
ー
ケ
の
業
績
、
日
本
で
の
足
跡
、
そ
し
て
特
に
木
曽
川
と
デ
・
レ
ー
ケ
の
関
わ
り
に
つ



明治期長野県における河川改修とヨハネス・デ。レーケ

い
て
明
ら
か
に
し
て
お
り
、　
デ

。
レ
ー
ケ
研
究
の
集
大
成
と
も
い
え
る
書
籍
で
あ
る
。

デ

・
レ
ー
ケ
作

製
の
日
本
語
調
査
報
告
書
は
、
所
在
不
明
も
含
め
て
全
五
七
冊
記
載
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
河
川
改

修
、
築
港
、
砂
防
工
事
、
山
林
保
護
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

６
　
上
林
好
之

『
日
本
の
川
を
甦
ら
せ
た
技
師
デ

・
レ
イ
ケ
』
（草
思
社
、　
一
九
九
九
年
）。

７

『長
野
県
史
』
（通
史
編
　
第
七
巻
　
近
代

一
）
六

一
三

・
四
ペ
ー
ジ
。

８
　
長
野
県
行
政
簿
冊
　
『明
治

一
三
年
　
官
省
指
令
』
（長
野
県
立
歴
史
館
蔵
）。

９
　
ケ
レ
ー
プ
エ
事
と
は
、　
デ

・
レ
ー
ケ
が
日
本
に
伝
え
た
ケ
レ
ッ
プ
水
制

（オ
ラ
ン
ダ
式
水
制
工
法
）

を
お
こ
な
う
工
事
の
こ
と
で
あ
る
。
枯
樹
を
編
ん
だ
粗
架
の
上
を
石
で
覆

っ
た
水
制
を
、
水
流
に
対
し

て
直
角
に
設
置
し
て
、
通
船
に
必
要
な
水
深
を
確
保
す
る
た
め
に
お
こ
な
っ
た
。
　
　
　
，

ｌｏ
　
長
野
県
行
政
簿
冊
　
『明
治
二
九
年
　
引
継
目
録
　
知
事
官
房

。
第

一
課

。
第
二
課

（明
治

一
九
～

二
九
年
Ｌ

（長
野
県
立
歴
史
館
蔵
）。

■
　
こ
れ
ら
の
地
図
は
、　
一
九
六
四
年

（昭
和
三
九
）
河
川
事
業
が
県
の
直
轄
か
ら
国
の
事
業
に
所
管
替

え
に
な

っ
た
時
に
、
廃
棄
が
決
定
さ
れ
、　
一
時
保
管
と
し
て
県
立
長
野
図
書
館
に
運
び
込
ま
れ
て
い
た
。

一
九
九
二
年

（平
成
四
）
図
書
館
の
調
査
を
し
た
長
野
県
立
歴
史
館
職
員
に
よ
り
、
貴
重
な
地
図
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
、
現
在
は
長
野
県
立
歴
史
館
に
移
管
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
地
図
の
全
容
が
解
明

さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。

‐２
　
注
Ｈ
参
照
。

・３
　
以
下
の
記
述
に
つ
い
て
、
特
別
な
注
が
な
い
限
り
、
攻
玉
社
学
園
編
集

『攻
玉
社
百
二
十
年
史
』

（
一
九
九
二
年
）
に
典
拠
し
て
い
る
。

‐４
　

一
九
〇
七
年

（明
治
四
〇
）
に
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
他
の
五
人
は
、
福
沢
諭
吉
、
中
村
正
直
、
新
島

襄
、
大
木
喬
任
、
森
有
礼
で
あ
る
。

‐５
　
近
藤
真
琴
　
一
八
三

一

（天
保
二
）
～

一
八
八
六

（明
治

一
九
）

鳥
羽
藩
士
。
　
一
八
六
三
年

（文

久
三
）
に
攻
玉
社
を
開
設
す
る
。
（長
野
県
と
か
か
わ

っ
て
は
、
横
田
秀
雄

・
志
賀
重
昂
な
ど
の
卒
業

生
が
い
る
。
）

一
八
七
三
年

（明
治
六
）

オ
ー
ス
ト
リ
ア
博
覧
会
に

一
等
事
務
官
と
し
て
出
張
。
幼
児

教
育
、
婦
女
教
育
、
産
業
教
育
の
先
駆
者
で
あ
る
。

・６
　
長
谷
川
博

「明
治
期
の
攻
玉
社
の
土
木
教
育
」
「
土
木
史
研
究
』

第

一
一
号
　
一
九
九

一
年
）。

〔付
記
〕

本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
学
校
法
人
攻
玉
社
学
園
学
園
史
料
室
所
蔵
史
料
の
関
覧
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
元
攻
玉
社
工
科
短
期
大
学
教
授
長
谷
川
博
氏
に
は
多
大
な
ご
教
授
を
い
た
だ
い

た
。
末
筆
で
は
あ
る
が
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

"


